


要約:妊娠 37週以降出生の新生児仮死症例について前方視的研究を行い、満期産仮死児発

生の背景因子について検討した。その結果、新生児仮死発生の背景因子として陣痛誘発、

促進、臍帯因子などの関与が示唆された。院内と院外出生児を比較すると新生児仮死例は

ほぼ同数認められたが、その中で予後不良例(新生児死亡、後障害例)の出現頻度は院内出

生に比べて院外出生で有意に(P＜0.05)に高率であった。これらの結果について考察を加

えた。


